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〇　森林総合科の２年生Ａコースが履修する科目です。
○　授業では毎時間板書内容をノート、またはプリントに書き写してもらいます。ノート
　　を準備しておいてください。
○　ノート、またはプリントを時々提出してもらいます。欠席した場合には、休んだ分の
　　内容を提出日までに書き写すようにしてください。
○　定期試験前に補習を行う場合があります。
○　授業時に実習を行う場合があります。実習服を常に準備しておいて下さい。
○　毎回の授業に、教科書・ノートは必ず持参して下さい。

履 修 上
の 注 意

副 教 材 等

※表中の◎は観点の中でより重視するところです。

ワークシート

課題レポート

評価方法＼観点

森林に関心を示し、森林保護・環境保全の視点に立った学
習活動ができる。

科 目 名

使用教科書

学 習 目 標

学 習 評 価

身近に存在する森林の状態を正しく評価することができる。

植物の生理、動物の行動、土の構造、水と大気の循環など森
林を構成する個々の要素について正しく理解し、森林全体の
仕組みを知っている。

学習状況観察

①関心・意欲・態度

②思考・判断・表現

③技能

④知識・理解

単位

森林科学（実教出版）

森林科学

　森林の果たす役割、育林の意義、治山について学習します。
　森林の仕組みと機能を理解したうえで、地域ごとの自然条件に適した管理手法を学び、
生物、土や水の知識、土木技術に基づいた、地域社会が納得できるような環境づくりがで
きる力を身につけることを目標とします。
　この科目の学習内容は、２年次の森林資源コース「森林科学」、３年次の森林資源コー
ス「森林科学」、３年次の「測量」につながっていきます。

○　次の四つの観点に基づき、学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ご
とに下の評価規準により評価を行い、学年末に５段階の評定に総括します。

学科･学年 森林総合

ペーパーテスト 確認テスト・定期考査

現代の森林が抱える問題を理解したうえで、解決策を考え
出すことができる。
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・森林の更新では、育種
の方法について学習し、
それぞれ種に応じた繁殖
法を理解する。

・第２・３で学習した苗
木を用いて適切な植林に
関する知識とその方法に
ついて理解する。

　　　１　水の循環 期末考査

　 第４　林木の育種

　　　２　先端技術の育種への応用

　 第５　造林の実際

・健全な森林を育成維持
するために必要とされ
る、治山について、その
重要性と、治山の歴史や
その種類について理解す
る。
・治山治水を行う上で、
地盤の強弱や災害・侵食
の過程について理解す
る。
・土壌侵食や土砂災害の
防止のために、その土地
に応じた工事の種類やそ
の方法について理解す
る。
 
 
 

○説明を聞き、理解した
事項を工夫してノートへ
書けている。また、疑問
点をノートにメモ書きで
きている。

○提示された課題プリン
ト・授業におけるプリン
トを丁寧にかつ、正確に
仕上げることができる。

・ノート作成

　　　４　枝による更新

　　　２　実生苗の育成

・観察（行動・発言）

・プリント仕上げ　　　２　公益的機能に配慮した造林方法

○説明を聞き、理解した
事項を工夫してノートへ
書けている。また、疑問
点をノートにメモ書きで
きている。

○提示された課題プリン
ト・授業におけるプリン
トを丁寧にかつ、正確に
仕上げることができる。

　　　２　林地の保育

　 第２　森林の保護

1

・観察（行動・発言）

中間考査

・観察（行動・態度）

期末考査

　第１節　治山治水

・観察（行動・態度）

　　　１　渓流工事の目的

　　　４　山崩れ

○説明を聞き、理解した
事項を工夫してノートへ
書けている。また、疑問
点をノートにメモ書きで
きている。

　　　１　更新方法の種類

　　　３　種子による更新

　　　５　萌芽更新

　 第３　林木の育苗

　 第１　治山の意義

　　　２　日本で起こっている森林被害

　　　１　苗木の育成方法

　　　３　さし木苗の育成

　　　２　苗による更新

・ノート作成

学年末考査

中間考査

第３章　森林の育成

　 第２　森林の更新

　第１節　育林と造林

　 第１ 造林と伐採、更新、保育

　　　１ 伐採、更新、保育の相互関係

　　　２　森林の伐採と造林

・育林や造林の必要性や
方法、森林の適切な管理
について理解する。

学 習 内 容 学 習 の ね ら い 学習活動（評価方法）

　　第５　山腹工事

第４章　山地の保全

　　　１　山地侵食と渓流の荒廃

　　　２　侵食の素因と誘因

　　　５　地すべり

　　　１　山腹工事の目的

　　第３　水の循環

　　第４　渓流工事

　　  １ 治山の重要性

　 第２　山地の荒廃

　　　１　木材生産のための針葉樹植え付け造林

　　　１　林木育種の方法

　　　３　山地災害

　 第１　森林の保育

　　　１　林木の保育

　　　１　世界で起こっている森林破壊

　　　４　気象災害

　　　５　生物害

・森林の保育では、林木
の成長を促すためだけで
なく、森林全体の形質を
高めるためのものである
ことを理解する。
・現在演習でも行われい
る作業でもあるため、そ
の内容をしっかり理解す
る。
・森林の保護では現在の
森林破壊や災害の内容を
理解する。

　　　２　山腹緑化工の種類

　　　６　人為的災害

  　  ２ 治山の歴史

　　　２　渓流工事の種類

　　　３　横工

　　　３　侵食の発生

　　　４　縦工
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